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お 寺 ニ ュ ー ス

お寺の玄関を飾ります！
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◆  お檀家さんの三上勝
昭さんの作品がお寺の玄
関に彩りを添えてくれて
います！これ、実は手作
りなんですよ！　

梅花の検定講習会に札幌に

◆  5月13日から15日まで2泊3日で、お寺の
奥さんと若奥さんが梅花の検定講習会の為、札
幌の龍松寺さんに行って参りました。

今 月 の お 寺 の 行 事

梅 花 流 詠 讃 歌

日時：毎 週 土 曜 日
午後1時半～3時半

参加費：無料
ご詠歌はどこか懐かしくってやさしく穏やか。お
唱えすれば、安らかなこころが生まれ、新たな感
動がわいてきます。

寺 こ や 坐 禅 塾
次回は…

　６月１６日（日）

お寺で朝ヨガ！

日時：毎月第３木曜日
朝5時～6時半

参加費：１００円
たまには早起きして、スッキリとした一日をはじ
めませんか？坐禅をして心をととのえ、ヨガをし
て体と呼吸をととのえます。ご予約下さい！！

写経とご詠歌のゆうべ

時間：夜７時～９時

（ご予約下さい！！）
参加費：無料

お寺の静寂のなか、写経をしてみませんか？終
わって、本堂で坐禅。住職によるご詠歌が莊嚴に
響いてきます。

日時：今月は第３日曜です！
夕方４時～５時

参加費：１００円
心の荷物をいったんリセット。お寺の静寂に心を
ゆだねてみませんか？ただ坐るだけ。イスもあり
ます。終わって和尚さんからお話がありますよ。

次回は…

　６月２０日（木）

次回は…

　６月２６日（水）

寺こや自然塾
豆腐づくり！

お寺の地図をかく！

お寺で宝探し！

7月26～27日

対　　象：小学 3年-6年（定員 20名）
参 加 費：500円
申込日時：6月 10日（月）夜7時 ～
申 込 先：広徳寺

お陰様で第 4回

引き続き、第一教区主催「禅の集い」にご参加の方は、その旨ご連絡下さい。

広 徳 寺会場）

（金土）

子 供 坐禅会
お寺で夏休みの
　思い出をつくろう！！

7月27～28日

対　　象：小中学生
参 加 費：2,100円
申込〆切：7月 20日（土）

第 51回「禅の集い」

毎年恒例！今年は光明寺さんで

《主催》曹洞宗北海道第一宗務所第一教区 《主管》教区青年会 《後援》教区護持会

（土日）
第 一 教 区 主 催  



知 っ て 納 得 。 仏 教 の 話

番外編   「韓国の花祭りに参加して」

ユミの！

お て ら よ め 日 誌

こんにちは！春爛漫ですね～、 お寺の
玄関にもいっぱいお花が咲きましたよ！
色んな種類のチューリップが並んでいま
すので、 お寺にお越しの際は是非ご
覧下さいねっ！
5 月 13 ～ 15 日には、 お母さん、 董
元と共に札幌での梅花講習会へ行っ
て参りました。 董元、 初汽車に揺ら
れ大興奮！講習会の間は、 とってもい
い子に遊んでくれていましたよ。 途中、
偉　い梅花の先生になんと子守りし
てもらったり！お陰で私はみっちり講習
出来ました。 そして、 他にも子連れ
で講習に参加しているお嫁さんが何
人かいて、 とっても励みになりました。
実は、結構若い人もやっているんです、
御詠歌。 一見難しそうですが、 慣れ
てくるととっても奥深い面白さのある
習い事だと思います。 そして何より、
お寺でのいつものお稽古はわいわいと
笑って声出して、 楽しいんです！毎週
土曜にやってますので、 ちょっとでもご
興味ある方は是非お気軽にお越しく
ださいね＾ー＾！

花祭りの当日、ソウル市の祇園精舎という
お寺で、お経をあげご詠歌をお唱えし、日
韓の僧侶が一緒にお釈迦様誕生を祝う法要
を執り行いました。
まるで本堂を舞台のように、外に広く張ら
れたテントの中にたくさんの信者さんが座
り、厳粛な中にも心温まる法要が勤められ
ました。通訳を介した田中老師のお説教の
あと、韓国で一流の歌手によるフェスティ
バルが続きます。会場一杯の信者さんとと
もに、お誕生を祝うにふさわしい雰囲気で
盛り上がりました。日本から来た我々を含
むすべての人たちの心の絆がしっかりと結
ばれていると感じるすばらしい法要でした。
昼食には精進のビビンバが全参拝者に振舞
われていましたが、その数なんと 2500 食。
その準備は戦場さながら。しかし、奉仕の
方たちはとても楽しそうに働いていました。
お釈迦様に甘茶をかけ、仏前にはたくさん
のお米・野菜・山海の珍味をお供えする人
達が一日中絶えることがありません。集まっ
た人たちは、いま生きているうちに精一杯
功徳を積むことが大事だというお釈迦様の
因縁の教えを固く信じている方々ばかりの
ように感じました。

望郷の丘にて供養法要を修行

花祭り法要の前日、「望郷の丘」という墓
苑にて、参加者一同で供養法要を修行いた
しました。ここは、異国で最期を迎え、祖
国韓国に帰れなかった方々の遺骨を埋葬し
ている国立の墓苑です。日本各県ごとの墓
碑が整然と建てられ整備された、正に心が
洗われるような場所でした。

先月 5 月 16 日から 3 日間、住職夫婦が韓
国に行って参りました。旧暦の花祭りの日
（5 月 17 日）に合わせ、韓国ソウル市にあ
る祇園精舎という尼僧さんの修行道場のお
寺で行われた法要に参加するためです。主
催したのは札幌市薬王寺の田中清元老師。
田中老師は、戦前戦中に朝鮮半島から強
制的に日本に連行され、きつい労働を強
要された上、最期を迎え葬られた数多く
の身元不明の遺骨の祖国返還を果たそう
と、約 30 年に亘って民間人としてご尽力
されてきた方です。今回は番外編として、
そこで出会った韓国仏教の一面をお伝えし
ます。

韓国の花祭りに参加して
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今月の写真

◇ 董元、つかまり立ちが
　 できました！


